
◎受験に必要な小学理科の内容を網羅し、無理なく先取り学習。

●書くことで理解を深める
………………………………………………………………
「種子の発芽」では、入試でよく出題される比較対照実験という
やや難しい考え方について学習します。難度の高い内容でも、
要点を読んだり授業映像を見たりして内容を理解しながら授業ノ
ートの空欄に言葉や数を書き入れて学習を進めることによって、
無理なく理解を深めることができます。

入試理科では、教科書で学習する基礎的な内容だけでなく、さらに進んだ高度な内容の理解が必要です。し
かし、基礎がおろそかになっていては、高度な内容の理解が難しいことは言うまでもありません。中学受験コー
ス4年生の理科では「小学校全学年の教科書の内容」を入試の基礎レベルまで一通り学習することで基礎を
しっかりと固め、今後学習する高度な内容へとつなげます。

Ｚ会中学受験コース４年生の理科では

入試の土台を確立し基礎力を完成させます。

学習例：

●重要ポイントを再確認
…………………………………
要点の各項目の最後には、「お
ぼえておこう」というまとめの
コーナーを設けています。重要
事項を再確認することで、さら
なる知識の定着をめざします。
ここでは、「発芽には水が必要
である」という「種子の発芽」の
学習の重要事項を強調して覚
えさせるようにしています。
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●先取りの内容でも無理なく理解
……………………………………………
「種子の発芽」は、教科書では5年生で学
習する単元です。Ｚ会では4年生での学習
段階を考慮し、3年生で学習した内容を導
入部分に掲載しています。既習の身近な
話題を導入で取り上げることにより、無理
なく先取り学習を進めることができます。

●受験に必要な知識を提供
…………………………………
「なるほどチェック」では、学習し
た内容に関連がある発展的な
知識を必要に応じて掲載して
います。これにより、受験につな
がる知識を身につけることがで
きます。

●知識が定着しているかを確認
……………………………………………
練習問題では，要点で学習した内容をそ
のまま問うのではなく，きちんと理解でき
ていないと解けないような問題を出題して
います。この問題は、調べようとする条
件以外をすべて揃えて実験するという、
比較対照実験の基本をおさえていないと
解くことができません。
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が出ること」です。今後，「たねから芽が出ること」を「種子の発芽」とい

います。
1  種子の発芽と水

ア　かわいただっしめんの上にまく。

インゲンマメの種子を，だっしめんの上にまく。
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発芽しなかったわ。
水がないからね……
きっと……。
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イ　水でしめらせただっしめんの上にまく。
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のじょうけんはすべて同じにする。
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